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特定健診・特定保健指導に歯科関連プログラムを導入するメリット

歯科疾患は食生活に強い影響力を有し、特定健診・特定保健指導に歯科関連プログラムが加わることで、
共通リスクファクターアプローチ(Common Risk Factor Approach)が行われることにより、
より高い改善効果が得られることが期待される。

１，メタボ改善に向けた保健指導が強化される
２，咀嚼に支障を来している人に歯科治療を勧める機会が得られる
３，歯科保健行動は行動変容が比較的容易で、生活習慣改善に向けた弾みをつけることができる
４，歯周病改善によるメタボ改善効果が期待できる。
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